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1.  平成21年3月期第1四半期の業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 2,158 ― 127 ― 139 ― 81 ―
20年3月期第1四半期 2,376 3.0 91 5.8 100 8.1 59 40.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 5.12 ―
20年3月期第1四半期 3.70 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 7,046 4,061 57.6 254.10
20年3月期 6,932 4,032 58.2 252.26

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  4,061百万円 20年3月期  4,032百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ― ― 5.00 5.00

3.  平成21年3月期の業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期累計期間 4,100 △11.7 170 1.6 180 0.6 100 4.8 6.26
通期 7,500 △12.8 230 △0.7 260 0.6 130 △0.4 8.13

4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  16,000,000株 20年3月期  16,000,000株
② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  14,367株 20年3月期  14,307株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年3月期第1四半期  15,985,633株 20年3月期第1四半期  15,987,447株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成20年５月13日発表の通期業績予想の修正は行っておりません。上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実
際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
２．当事業年度より、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。  



定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

　当第１四半期におけるわが国経済は、原材料高を背景に設備投資や個人消費の伸びが鈍化するなど、減速感が強まっ

ております。

　農業を取りまく環境は、新農政の見直しの動きや、国産農産物の安心安全に対する消費者の関心の高まりなどによ

り、一部明るさが見えはじめてはいるものの、担い手農家を中心に先行き不透明感は依然として強く、農業機械の国

内需要は低調に推移しました。

　このような情勢のもと、農業機械部門におきましては、主力機種であります牧草関連作業機や土づくり関連作業機

を中心に、シェアアップを図るべく諸施策を実施しましたものの、売上高は11億87百万円と前年同期比3.9%の減収と

なりました。また、電器音響部門におきましては、得意先からの受注が減少し、売上高は８億17百万円と前年同期比

18.2%の減収となりました。一方、軸受部門におきましては、風力発電用をはじめとした大型軸受の受注が引続き増加

し、売上高は1億53百万円と前年同期比8.7%の増収となりました。

　以上の結果、当第１四半期の売上高は21億58百万円と前年同期比9.2%減収となりましたものの、農業機械の製品値

上や業務効率の改善、経費削減などに取組み、営業利益は１億27百万円と前年同期比39.2%の増益、経常利益は１億39

百万円と前年同期比39.0%の増益、そして四半期純利益は81百万円と前年同期比38.6%の増益となりました。

 

２．財政状態に関する定性的情報

①　資産、負債及び純資産の状況

　当第１四半期末における総資産は、前事業年度末に比べ１億14百万円増加し、70億46百万円となりました。これ

は主にたな卸資産が１億16百万円、機械及び装置が57百万円それぞれ増加したことによるものであります。

　当第１四半期末における負債合計は、前事業年度末に比べ84百万円増加し、29億84百万円となりました。これは

主にその他に含まれている未払金が１億94百万円増加したことによるものであります。

　当第１四半期末における純資産は、前事業年度末に比べ29百万円増加し40億61百万円となりました。これは主に

その他有価証券評価差額金が27百万円増加したことによるものであります。

②　キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、仕入債務の増加、営業保証金の返還

による収入などの要因により、前事業年度末に比べ28百万円増加し、２億81百万円となりました。

　また、当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は94百万円となりました。

　これは主に税引前四半期純利益１億38百万円、減価償却費42百万円、売上債権の増加額81百万円、営業保証金の

返還による収入１億円、法人税等の支払額84百万円などを反映したものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は88百万円となりました。

　これは主に定期預金の払戻による収入１億円、有形固定資産の取得による支出20百万円などを反映したものであ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は１億54百万円となりました。

　これは主に短期借入金の減少額73百万円、配当金の支払額62百万円などを反映したものであります。

 

３．業績予想に関する定性的情報

　 原材料高を背景に設備投資や個人消費の伸びが鈍化するなど、国内景気はさらに減速しておりますが、当第１四半

期の業績が概ね順調に推移しており、今後の業績も計画通り推移するものと見込まれるため、平成20年５月13日発表

の業績予想を変更しておりません。
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４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しましては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基

礎として合理的な方法により算出する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しましては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

　①「四半期財務諸表に関する会計基準」の適用

　当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」

に従い四半期財務諸表を作成しております。

　②たな卸資産

　従来、たな卸資産につきましては、主として総平均法による原価法によっておりましたが、当第１四半期会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、主として総平

均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しておりま

す。

　これによる損益に与える影響はありません。
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成20年６月30日) 

前事業年度に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 291,767 363,081

受取手形及び売掛金 1,887,795 1,864,206

商品 196,223 244,947

製品 870,141 797,335

原材料 202,979 157,878

仕掛品 147,682 122,781

未収入金 720,422 668,192

その他 250,478 192,288

流動資産合計 4,567,491 4,410,712

固定資産   

有形固定資産   

建物 576,900 584,772

機械及び装置 336,036 278,801

土地 514,039 514,039

建設仮勘定 － 11,200

その他 88,068 92,558

有形固定資産合計 1,515,045 1,481,373

無形固定資産 26,406 30,539

投資その他の資産 937,832 1,009,937

固定資産合計 2,479,284 2,521,850

資産合計 7,046,776 6,932,563

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,026,160 1,026,517

短期借入金 655,332 728,332

未払法人税等 96,800 87,744

賞与引当金 31,462 91,603

その他 425,946 194,535

流動負債合計 2,235,701 2,128,732

固定負債   

長期借入金 99,456 117,789

退職給付引当金 561,391 557,476

役員退職慰労引当金 76,160 83,880

その他 12,188 12,088

固定負債合計 749,195 771,233

負債合計 2,984,897 2,899,966

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,350,000 1,350,000

資本剰余金 825,877 825,877

利益剰余金 1,820,274 1,818,305

自己株式 △3,346 △3,330

株主資本合計 3,992,805 3,990,852

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 68,955 41,827

繰延ヘッジ損益 117 △83

評価・換算差額等合計 69,073 41,743

純資産合計 4,061,878 4,032,596

負債純資産合計 7,046,776 6,932,563



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

売上高 2,158,576

売上原価 1,678,778

売上総利益 479,798

販売費及び一般管理費 352,267

営業利益 127,530

営業外収益  

受取配当金 6,363

不動産賃貸料 8,456

その他 3,135

営業外収益合計 17,955

営業外費用  

支払利息 2,261

手形売却損 2,213

不動産賃貸原価 1,845

その他 10

営業外費用合計 6,330

経常利益 139,155

特別損失  

固定資産廃棄損 190

特別損失合計 190

税引前四半期純利益 138,965

法人税、住民税及び事業税 95,912

法人税等調整額 △38,844

四半期純利益 81,896



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 138,965

減価償却費 42,015

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,914

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,720

賞与引当金の増減額（△は減少） △60,141

貸倒引当金の増減額（△は減少） 16

受取利息及び受取配当金 △6,625

支払利息 2,261

手形売却損 2,213

有形固定資産廃棄損 190

売上債権の増減額（△は増加） △81,291

たな卸資産の増減額（△は増加） △116,498

仕入債務の増減額（△は減少） 13,588

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,924

営業保証金の返還による収入 100,000

その他 139,675

小計 173,489

利息及び配当金の受取額 7,613

利息の支払額 △2,223

法人税等の支払額 △84,780

営業活動によるキャッシュ・フロー 94,097

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の払戻による収入 100,000

有形固定資産の取得による支出 △20,060

投資不動産の賃貸による収入 8,456

預り保証金の受入による収入 100

貸付金の回収による収入 583

その他 △145

投資活動によるキャッシュ・フロー 88,932

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の返済による支出 △73,000

長期借入金の返済による支出 △18,333

自己株式の取得による支出 △16

配当金の支払額 △62,996

財務活動によるキャッシュ・フロー △154,345

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 28,685

現金及び現金同等物の期首残高 253,081

現金及び現金同等物の四半期末残高 281,767



　当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四

半期財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。

「参考資料」

前四半期に係る財務諸表等

（１）（要約）四半期損益計算書

科目

前年同四半期
（平成20年３月期
第１四半期）

金額（百万円）

Ⅰ　売上高 2,376,195

Ⅱ　売上原価 1,950,216

売上総利益 425,979

Ⅲ　販売費及び一般管理費 334,353

営業利益 91,625

Ⅳ　営業外収益 16,527

Ⅴ　営業外費用 8,014

経常利益 100,138

Ⅵ　特別利益 －

Ⅶ　特別損失 46

税引前四半期純利益 100,092

税金費用 41,000

四半期純利益 59,092
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（２）（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書

前年同四半期
（平成20年３月期
第１四半期）

区分 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益　 100,092

減価償却費 37,242

売上債権の増減額（△は増加）　 △154,242

たな卸資産の増減額（△は増加）　 △69,990

仕入債務の増減額（△は減少）　 △73,648

その他　 56,542

小計 △104,004

法人税等の支払額　 △38,712

その他　 5,774

営業活動によるキャッシュ・フロー △136,941

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の払戻による収入　 200,000

有形固定資産の取得による支出　 △8,824

その他　 9,014

投資活動によるキャッシュ・フロー 200,190

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 27,000

長期借入金の返済による支出　 △19,999

その他　 △63,394

財務活動によるキャッシュ・フロー △56,393

Ⅳ　現金及び現金同等物の増加額 6,854

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 260,819

Ⅵ　現金及び現金同等物の期末残高 267,673
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